
拝啓時下ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。
平素は弊社業務につきまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
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　島根県地球温暖化対策協議会が行っている「しまね地球温暖化防
止活動大賞」は、地球温暖化の防止に関し、先進的又は他の模範とな

　平成23年11月21日㈪の午前中、松江土建株式会社様、松和建設有限
会社様の環境教育活動の一環で、川津小学校の5年生の皆さん（3クラス計
約100名）が来社され、工場見学を行ないました。児童の皆さんは、まず松和
建設様が行っている工事現場にて、建設現場の様子や重機、廃棄物などの
見学を行い、その後その廃棄物がどのように処理されているか勉強するために
当社へ来社してくださいました。
　大変大人数でしたので、クラスごとに①工場内施設見学、②車輌見学、③
会議室でのスライド説明を同時進行で行い、それぞれ約15分でローテーション
し見学していただきました。場内見学では、施設の一部はそれぞれの施設担当

る活動実績のあった家庭、事業者、学校等に対し、その実績を表彰する取り組みで、本年
で5回目となります。当社は、平成21年、平成22年と2年連続で事業部門「優秀賞」を受
賞していましたが、今回、“食品リサイクル(リサイクルループ)の取り組みの他、地産地消型
オフセット、LED・電気自動車・太陽光パネル導入などによるCO2削減”という内容で応募し
たところ、事業者部門「大賞」を受賞することができました。
　平成23年9月9日㈮に行われた島根県地球温暖化対策推進会議の中で表彰式が行
われました。これを励みにして、今後も地球温暖化防止に向けた活動を推進していきます。

者が説明を行い、児童たちからの「焼却炉のクレーンの名前」や「ピットの深さ」等の質問に答えさせていただきまし
た。車輌説明ではフックロール車とパッカー車を見学してもらい、普段見ることの出来ないフックロール車のコンテナ
脱着にとても興味を持ち、またパッカー車へのゴミの投入はとても喜んで取組んでくれました。会議室でのスライド説
明では真剣に話を聞いていただき、特にLEDや太陽光発電、RPFのサンプルに興味津々な様子でした。
　今後も地域に喜ばれ、必要とされる会社作りを目指し、さらに活動の幅を広げていけたらと考えております。当社で
は、このような処理施設の見学会の他、学校へ出向いての環境教育、お客様向けの勉強会などを行っております。
ご希望の際にはお気軽にご相談ください。



当社では、環境に関するニュース、法改正情報をメールマ

ガジンにて定期的に配信しています。ご希望の方は下記担

当者までご連絡ください。また、ホームページ上でも様々

な情報を掲載しています。是非ご覧下さい。 担当：柳原
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　平成23年11月10日㈭、社団法人島根県産業廃棄物協会による不法投
棄廃棄物の撤去活動が行われました。この活動は、本年2回にわたって行わ
れた、県下一斉合同パトロールの際に発見された不法投棄物を中心に、その
撤去と回収作業を行ったもので、当社も所属する社団法人島根県産業廃棄
物協会会員の他、島根県職員や市町担当職員、地区住民監視モニター等の
参加がありました。「家庭ごみ」などの一般廃棄物を中心に、県内全域6箇所
で約58㎥、当社が参加した松江地域では約10㎥を回収しました。テレビの地

　平成23年9月18日㈰にくにびきメッセで開催された「松江環境フェスティバル2011」に
ブースを出展しました。市民が環境を見つめ直す機会を提供することを目的に松江市が
中心となり毎年行われているイベントで、当社は今回が6回目の参加となりました。
　今年は、“「江戸(むかし)からつながるエコに学ぶ」 ～「もったいない」の知恵の輪～”
をテーマに開催されました。当社も、リサイクル施設に関するパネル展示の他に、江戸
時代のリサイクル業者についての資料を展示しました。また、食品残さをリサイクルして
作った液体肥料と、液体肥料のみで栽培した野菜を販売させていただきました。当社の

　弊社の環境・社会活動の取り組みをまと
めた「CSR報告書2011」を発刊いたしまし
た。本書は、弊社が行っております環境保
全活動のほか、地域との交流、社会活動な
どを含む内容となっております。昨年までは
「環境報告書」として発刊しておりましたが、

　アースファームの「野菜日記」がス
タートしました。アースファームで育てて
いる野菜の成長を、ブログ形式でお伝
えしておりますので、ぜひご覧ください。

上デジタル化の完全施行を受け、不要になったブラウン管テレビの不法投棄が増加しているようです。廃棄物の不法
投棄は、環境に重大な影響をおよぼすおそれがあることから、法律で禁止されている重大な犯罪です。不法投棄根絶
のためにも、今後も適正処理を推進していきます。

ブースにも多くの方に立ち寄っていただき、出展野菜も完売に近い売れ行きでした。当社の取り組みを多くの方に
知っていただく機会となったと思います。

掲載内容を考慮し「CSR（Corporate Social Responsibility
＝企業の社会的責任）報告書」へと名称を変更いたしました。無料
にて配布させていただいておりますので、ご希望の方は、

をご記入の上、
earth@earth-support.jpまでご連絡いただきますようお願い申し上
げます。（担当：柳原）

http://earth-farm.jp/vegetable/


